
校
長
　
鈴
　
木
　
貞
　
雄

み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
と
日
々
の

ご
活
躍
を
各
方
面
か
ら
伺
い
喜
ば

し
く
思
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
四
月
よ
り
校
長

職
を
努
め
て
お
り
ま
す
。
今
回
は

学
校
の
近
況
報
告
を
兼
ね
て
挨
拶

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
頃
、
本
校
教
育
活
動
発
展
の

た
め
に
多
大
な
る
ご
協
力
・
ご
支

援
を
賜
り
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
特
に
、
昨
年
の
開
校

六
十
周
年
記
念
行
事
（
式
典
・
祝

賀
会

平
成
二
十
年
十
月
十
八
日
）

に
は
校
旗
の
新
調
や
六
十
周
年
記

念
誌
の
発
刊
な
ど
に
ご
援
助
賜
り

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
会
員
の
み
な
さ
ま

か
ら
ご
寄
付
を
頂
き
重
ね
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
盛
大
に
記

念
行
事
も
終
了
致
し
ま
し
た
こ
と

を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
節
目
に
あ
た
り
、
平
成
十
七

年
度
よ
り
教
育
施
設
・
環
境
整
備

事
業
を
推
進
し
、
本
館
の
耐
震
補

強
工
事
、
ト
イ
レ
の
全
面
改
修
や

グ
ラ
ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
人

工
芝
敷
設
工
事
、
音
楽
室
・
図
書

室
の
移
転
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
別
館
の
塗
装
工
事
や

照
明
器
具
の
人
感
セ
ン
サ
ー
の
取

り
付
け
、
高
効
率
空
調
機
へ
の
更

新
、
小
体
育
館
の
水
銀
灯
か
ら
省

エ
ネ
型
照
明
機
器
へ
の
変
更
な
ど

も
行
い
す
ば
ら
し
い
学
習
環
境
が

整
い
ま
し
た
。
こ
の
間
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
と
二
酸
化
炭
素
の
削

減
に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果
、
地

球
環
境
に
や
さ
し
い
学
校
づ
く
り

が
評
価
さ
れ
、
世
田
谷
区
よ
り

「
平
成
二
十
一
年
度
世
田
谷
区
環
境

表
彰：

省
エ
ネ
部
門
」
を
受
賞
致

し
ま
し
た
。「
緑
と
水
の
環
境
共
生

都
市
せ
た
が
や
」
の
実
現
に
向
け

た
こ
と
が
表
彰
対
象
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
本
校
の
環
境
づ
く
り

は
「
人
が
環
境
を
つ
く
り
、
環
境

が
人
を
育
て
る
」
を
テ
ー
マ
に
環

境
新
聞
を
校
内
に
掲
示
し
、
ゴ
ミ

の
分
別
な
ど
か
ら
環
境
作
り
を
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
意
識
で
き
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ご
承
知

の
通
り
、
長
野
県
に
学
校
林
を
創

立
し
植
林
活
動
を
通
し
て
自
然
環

境
問
題
へ
の
意
識
も
高
め
て
い
ま

す
。
学
習
活
動
に
い
ろ
い
ろ
と
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

長
い
間
、
学
校
経
営
に
携
わ
れ

た
浦
敏
之
前
校
長
よ
り
引
き
継
ぎ
、

教
育
内
容
・
教
育
制
度
の
充
実
と

改
善
を
図
る
と
い
う
重
責
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ま

と
教
職
員
・
生
徒
の
厚
い
ご
協
力

と
自
己
職
責
を
果
た
す
た
め
の
ご

助
力
を
期
待
し
て
任
務
に
あ
た
る

決
意
を
い
た
し
ま
し
た
。
日
々
変

わ
る
社
会
情
勢
に
学
校
と
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題

は
多
く
苦
難
や
困
難
な
問
題
に
も

立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
学
校
教
育
の
情
熱
意
欲
を
高

め
、
教
育
目
標
達
成
の
た
め
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

人
生
の
中
で
多
感
で
変
化
に
富

み
、
可
能
性
を
秘
め
た
高
校
生
を

育
て
て
お
り
ま
す
こ
と
は
ご
存
知

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
時

期
に
培
わ
れ
た
生
き
方
が
将
来
の

人
間
性
を
決
め
る
と
言
え
ま
す
。

建
学
の
精
神
で
あ
る
「
行
学
一
如
」

の
修
学
そ
の
も
の
が
生
き
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
願

い
、
宗
教
教
育
を
通
し
て
基
礎
・

基
本
を
重
視
し
、「
豊
か
な
人
間
性

を
身
に
付
け
た
生
徒
」
を
育
て
て

い
ま
す
。
近
年
、
言
わ
れ
て
い
る

「
し
つ
け
教
育
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

保
護
者
と
学
校
の
役
割
は
異
な
る

と
思
い
ま
す
が
、「
協
調
性
」
や

「
社
会
ル
ー
ル
」
な
ど
の
社
会
的
対

人
行
動
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
教
科
指
導
は
も
ち

ろ
ん
、
部
活
動
、
地
域
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
多
く
の
体
験

を
と
お
し
、
切
磋
琢
磨
し
「
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
が
あ
た
り
ま
え
に

で
き
る
人
間
」、
他
人
を
思
い
や
る

誠
実
な
精
神
力
を
鍛
え
た
い
。
ま

た
「
英
知
の
涵
養
」
を
計
り
、「
自

主
・
自
立
精
神
の
確
立
」
を
大
き

な
柱
と
し
て
、
知
識
・
技
能
の
習

得
と
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

な
ど
バ
ラ
ン
ス
あ
る
生
徒
・
次
世

代
の
社
会
を
築
く
若
者
に
ふ
さ
わ

し
い
人
間
力
あ
る
駒
大
高
校
生
を

育
成
し
ま
す
。

近
年
、
進
路
選
択
を
め
ぐ
る
環

境
が
大
き
く
変
化
し
、
職
業
意
識

や
勤
労
意
識
の
希
薄
化
が
み
ら
れ

ま
す
。
付
属
高
校
で
す
の
で
よ
り

強
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
自
ら
の
進
路
を
自
ら
が
選
ぶ

能
力
を
育
て
る
た
め
に
、
一
人
一

人
の
勤
労
観
や
職
業
観
の
育
成
の

た
め
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
学
習
）
の

充
実
を
図
り
、
将
来
を
見
据
え
た

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
卒
業
生
や
父
母
な
ど
に
よ
る

職
業
紹
介
や
職
業
意
識
を
生
徒
に

伝
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
ご
来
校
い
た
だ
き
在
校
生

に
職
業
意
識
を
植
え
付
け
て
い
た

だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
励

ま
し
の
言
葉
を
頂
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
作
業
療
法

士
に
よ
る
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
作
業
療
法
士
の
仕
事
」
と
題

し
て
お
話
を
い
た
だ
き
、
生
徒
達

は
喜
ん
で
お
り
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
駒
澤

大
学
高
等
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
充
実
さ
せ
、
多
く
の
情
報
を
発

信
し
て
お
り
ま
す
。
日
々
の
学
校

の
様
子
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
部
活

動
な
ど
の
結
果
を
ど
う
ぞ
ご
覧
下

さ
い
。

生
徒
と
教
員
が
関
わ
る
学
校
を

築
き
た
く
努
力
致
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
み
な
さ
ま
の
ご
尽

力
が
必
要
で
す
。
同
窓
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、

今
後
と
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
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駒
澤
大
学
高
等
学
校
開
校
六
十
周
年
記
念
式
典
・
記
念
祝
賀
会
が
、
平
成
二

十
年
十
月
十
八
日
、
本
校
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
こ
と
は
ま
だ
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
行
事
で
し
た
。

同
窓
会
も
平
成
二
十
年
五
月
二
十
三
日
（
土
）
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ

ー
東
京
に
お
い
て
同
窓
会
役
員
総
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
来
る

平
成
二
十
三
年
度
（
式
典
日
未
定
）
同
窓
会
六
十
周
年
記
念
式
典
を
迎
え
る
べ

く
、
今
年
度
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
予
定
で
す
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
、

同
窓
新
報
で
も
十
月
に
特
集
を
組
み
発
行
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
投
稿
の
形
式
は
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
位
に
納
め
て
い
た
だ
き
、

事
務
局
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
。
心
に
残
る
記
念
式
典
と
な
る
よ
う
会
場
に
て
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。
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一
期
　
吉
　
富
　
勝
　
一

先
日
同
窓
会
一
期
役
員
原
君
と

同
期
生
の
消
息
を
話
し
合
っ
て
い

る
内
に
卓
球
部
員
の
話
に
な
り
当

時
の
卓
球
部
対
外
試
合
の
記
録
が

一
期
生
卒
業
時
発
行
さ
れ
た
「
図

書
部
報
」
に
残
っ
て
い
る
事
を
知

り
早
速
発
行
責
任
者
の
鳩
貝
君
に

六
十
年
前
の
原
本
を
探
し
て
も
ら

い
、
そ
の
記
録
の
コ
ピ
ー
を
入
手

し
た
。

そ
れ
に
は
昭
和
二
十
三
年
度
六

回
、
二
十
四
年
度
六
回
、
二
十
五

年
度
五
回
、
近
隣
の
高
校
に
出
向

い
て
の
試
合
や
世
田
谷
区
全
体
の

大
会
結
果
が
詳
細
記
録
さ
れ
て
い

た
。
そ
れ
を
呼
ん
で
い
る
う
ち
に

今
年
七
十
七
才
喜
寿
を
迎
え
た
記

念
に
母
校
現
役
の
卓
球
部
の
練
習

に
参
加
さ
せ
て
欲
し
い
と
思
っ

た
。
一
期
と
六
十
期
の
打
ち
合
い

の
希
望
を
教
頭
先
生
に
申
し
出
て

了
解
を
頂
き
卓
球
部
顧
問
の
安
達

先
生
と
連
絡
を
取
り
日
時
も
決
ま

っ
た
。

母
校
訪
問
は
秋
晴
れ
の
二
十
一

年
十
月
三
日
（
土
）
応
援
見
学
の

一
期
卓
球
部
員
、
岐
津
、
蓑
口
、

佐
藤
（
銀
）、
写
真
の
記
録
を
頼

ん
だ
原
君
と
私
の
五
人
が
校
門
を

く
ぐ
っ
た
。

安
達
先
生
の
案
内
で
体
育
館
に

入
る
。
卓
球
台
が
五
台
並
び
大
学

の
コ
ー
チ
陣
が
一
〜
二
年
生
を
指

導
し
す
ば
ら
し
い
ロ
ン
グ
ラ
リ
ー

を
続
け
て
い
た
。

同
行
の
元
卓
球
部
員
は
見
学
用

に
設
け
て
頂
い
た
椅
子
に
座
り
恵

ま
れ
た
環
境
で
練
習
を
し
て
い
る

姿
を
見
な
が
ら
各
自
六
十
年
前
一

台
の
卓
球
台
を
先
を
争
っ
て
奪
い

合
っ
た
日
を
思
い
出
し
て
い
た
。

私
は
若
い
力
と
打
ち
合
っ
て

「
精
気
」
を
受
け
取
り
た
い
と
念

じ
て
い
た
の
で
即
刻
練
習
に
合
流

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
今
年
（
二
十

一
年
春
）
入
学
し
た
新
入
部
員
も

相
当
な
腕
前
に
達
し
て
い
た
。
限

ら
れ
た
時
間
内
に
一
球
で
も
多
く

ラ
リ
ー
を
続
け
よ
う
と
壁
際
に
転

が
っ
た
ボ
ー
ル
を
走
っ
て
拾
い
打

ち
続
け
た
。
汗
で
メ
ガ
ネ
が
曇
り

次
第
に
息
が
上
が
る
。

私
が
二
つ
の
ク
ラ
ブ
で
月
に
八

回
の
練
習
で
使
用
し
て
い
る
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
と
違
い
普
通
硬
式
ボ
ー

ル
は
打
球
の
速
さ
が
一
・
五
倍
も

速
い
。
打
ち
合
う
白
球
を
し
っ
か

り
見
な
が
ら
懸
命
に
応
戦
す
る
、

前
も
っ
て
「
老
人
だ
か
ら
と
手
加

減
せ
ず
打
ち
込
ん
で
欲
し
い
」
と

伝
え
て
置
い
た
の
で
対
戦
相
手
は

力
一
杯
打
ち
込
ん
で
く
る
。

七
十
七
才
対
十
七
才
校
歌
の
一

節
に
あ
る
「
み
な
ぎ
る
青
春
」
そ

の
も
の
だ
。
母
校
生
徒
と
対
戦
す

る
夢
を
果
た
せ
た
嬉
し
さ
で
胸
が

熱
く
な
っ
た
。
文
字
通
り
「
一
期

一
会
」
だ
っ
た
。

卓
球
部
員
諸
君
も
礼
儀
正
し
く

挨
拶
を
交
わ
し
対
応
が
す
が
す
が

し
か
っ
た
。

練
習
後
教
室
で
顧
問
の
安
達
先

生
の
司
会
で
、
元
顧
問
で
先
年
退

職
さ
れ
た
横
山
先
生
も
加
わ
り
部

員
の
紹
介
が
あ
り
、
主
に
一
期
の

卓
球
環
境
を
話
し
た
。
初
め
て
卓

球
台
が
一
台
届
い
た
時
の
喜
び
、

粗
悪
品
の
ボ
ー
ル
が
多
か
っ
た
、

ボ
ー
ル
の
銘
柄
は
Y
S
P
が
主
流

で
単
価
は
一
球
二
十
五
円
、
部
室

は
な
か
っ
た
、
一
期
の
部
員
は
十

数
名
で
す
で
に
内
四
人
が
他
界
し

て
い
る
な
ど
話
し
た
。
そ
の
席
で

一
期
の
対
抗
試
合
の
結
果
を
記
録

し
た
プ
リ
ン
ト
を
渡
し
本
日
の
お

礼
に
試
合
用
ボ
ー
ル
を
贈
っ
て
解

散
し
た
。

駒
大
高
卓
球
部
の
栄
光
祈
っ
て

ペ
ン
を
置
き
ま
す
。

◎クラス会／クラブOB・OG会の助成

卒業生の交流・親睦を目的にクラス会やクラブOB・OG会または同期

会などを開催する際の通信費を始めとする必要経費などを援助しており

ます。助成金は金一万円を交付いたします。

会の終了後には「開催報告書」を提出していただき、ホームページや

同窓新報に掲載させていただいております。

申請に関する詳細はホームページから、または事務局までお問い合わ

せ下さい。

◎クラブ助成

校友会に所属するあらゆる部活動に対し、部費等ではまかなえないも

のを中心に援助をしております。予算を年間100万円とし、申請のあっ

た部活動の中から役員会の審議を経て助成します。6 月と12月の年間 2

回、助成の申請をすることが出来ます。

昨年度は剣道部に胴七個を贈呈致しました。過去の助成内容はホーム

ページをご覧下さい。

また、申請の際には「見積書」「パンフレット」等を添えて申請して

下さい。

◎文化講演会

主に在校生に向けて、講演者を招き文化祭初日に講演会を行っていま

す。特に卒業生を中心に文化的活躍をしている人物にスポットをあて講

演をしていただいております。しかし、近年は適任者不在のため中止を

余儀なくされてきました。

これからはもう少し幅を広げ、生徒のニーズにあった講演者を探して

いきたいと考えています。また、学校が主催する講演会の補助等も考え

ています。

予算金額は100万円を用意しています。

◎特別会員（教職員）の永年勤続表彰・退職慰労金の贈呈

同窓会において、教職員は「特別会員」とさせていただいております。

特別会員に対して、永年勤続（40年、30年、20年、10年）の表彰と記念

品の贈呈を行っております。また、特別会員ご退職の際には勤務年数に

合わせた慰労金の贈呈もおこなっております。

以上、ご理解とご協力を宜しくお願い致します。

同窓会　事務局（47期生／加藤寛隆）
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一
期
　
鳩
　
貝
　
清
太
郎

六
十
年
前
遙
か
彼
方
に
行
っ
た

年
月
。
そ
の
時
、
私
は
確
か
に
高

校
生
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年

四
月
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
、
新

制
高
校
が
発
足
し
、
わ
が
母
校

「
駒
澤
大
学
高
等
学
校
」
も
開
校

し
た
。
こ
の
年
、
私
は
一
期
生
と

し
て
、
百
二
十
余
名
の
仲
間
と
共

に
入
学
し
た
。

戦
争
が
終
わ
っ
て
三
年
。
社
会

は
貧
し
く
、
混
沌
と
し
て
い
た
。

一
、
二
年
生
の
時
、
米
、
ソ
の
対

立
か
ら
、「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」
や

「
冷
た
い
戦
争
」
と
言
う
言
葉
が

流
布
し
た
。
経
済
不
況
は
深
刻
化

し
、
企
業
の
倒
産
や
労
働
者
の
首

切
り
な
ど
騒
然
と
し
た
雰
囲
気
だ

っ
た
。
三
年
生
の
六
月
に
は
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
し
、
将
来
へ
の
不
安

を
か
き
た
て
た
。「
こ
れ
で
、
受

験
勉
強
も
何
も
か
も
お
し
ま
い

だ
！
」
し
か
し
、
朝
鮮
戦
争
は
日

本
の
破
綻
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
特
需

景
気
を
生
み
、
経
済
は
次
第
に
好

況
に
転
じ
て
行
っ
た
。

そ
の
頃
、
東
京
の
西
郊
と
い
え

る
駒
沢
。「
玉
電
」
と
呼
ば
れ
た

路
面
電
車
が
ガ
タ
コ
ト
と
走
り
、

住
宅
地
区
の
一
角
に
駒
澤
大
学
は

あ
っ
た
。
高
校
の
校
舎
は
大
学
の

校
門
を
入
っ
て
直
ぐ
右
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
既
存
の
木
造
校
舎
を
利

用
し
た
も
の
だ
っ
た
。
大
学
の
モ

ダ
ン
な
講
堂
と
重
厚
な
図
書
館
に

挟
ま
れ
、
誰
が
見
て
も
、
大
学
の

一
部
と
思
わ
れ
た
。

先
生
方
は
数
名
の
高
校
専
任
の

先
生
を
除
い
て
、
大
学
本
館
の
研

究
室
か
ら
や
っ
て
き
て
、
教
え
終

わ
る
と
ま
た
、
戻
っ
て
い
っ
た
。

先
生
方
の
多
く
は
大
学
教
育
が
本

業
。
授
業
や
生
徒
指
導
の
在
り
よ

う
は
ど
こ
か
大
学
風
で
、
生
徒
は

授
業
中
の
教
室
か
ら
の
エ
ス
ケ
ー

プ
を
難
な
く
成
功
さ
せ
た
り
し
て

い
た
。

こ
の
よ
う
な
人
的
な
教
育
環
境

は
私
達
の
成
長
発
達
に
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

私
は
後
に
、
東
京
教
育
大
学
（
現

筑
波
大
学
）
で
地
理
学
を
専
攻
し

た
が
、
そ
れ
は
、
多
分
に
、
恩
師

井
関
弘
太
郎
先
生
と
の
出
会
い
や

影
響
に
よ
る
も
の
と
思
っ
て
い

る
。
先
生
は
当
時
「
人
文
地
理
」

と
呼
ば
れ
た
科
目
を
担
当
さ
れ
た

が
、
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
に
係
わ

る
話
を
よ
く
さ
れ
た
。
時
に
は
、

学
会
発
表
の
予
行
演
習
だ
ろ
う

か
、
発
表
要
旨
を
書
い
た
模
造
紙

を
張
っ
て
、
講
義
を
さ
れ
た
。
私

は
、
そ
れ
を
興
味
深
く
聞
き
、
学

問
や
研
究
の
片
鱗
に
触
れ
た
思
い

だ
っ
た
。

私
た
ち
一
期
生
の
特
権
は
、
部

活
動
も
自
由
に
創
部
で
き
た
こ
と

だ
ろ
う
。
私
は
「
地
歴
研
究
部
」

を
創
り
、
井
関
先
生
の
熱
心
な
指

導
を
受
け
た
。
大
学
の
研
究
室
は

勿
論
、
時
に
は
、
練
馬
区
の
お
宅

に
ま
で
伺
っ
た
。
先
生
は
当
時
、

松
戸
市
の
新
田
集
落
を
研
究
し
て

お
り
、
現
地
で
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
」
の
方
法
を
直
接
実
地
指
導

し
て
い
た
だ
い
た
。
師
弟
同
行
。

指
導
内
容
は
高
校
レ
ベ
ル
を
遙
か

に
超
え
た
も
の
だ
っ
た
と
思
う
。

こ
う
し
て
、
私
は
地
理
学
へ
の

興
味
、
関
心
を
膨
ら
ま
せ
て
い
っ

た
。
そ
の
成
果
は
「
新
田
集
落
の

研
究
─
千
葉
県
松
戸
市
馬
橋
」
と

な
っ
た
。
卒
業
の
折
、
手
に
し
た

図
書
館
報
に
そ
の
概
要
が
の
っ
て

い
る
。
調
査
を
し
た
の
は
「
九
郎

左
衛
門
新
田
」
と
言
う
集
落
。
農

家
を
一
軒
一
軒
回
っ
て
聞
き
取
り

調
査
を
し
た
。
通
婚
圏
な
ど
と
い

う
切
り
込
ん
だ
調
査
も
行
っ
た
。

こ
う
し
て
私
は
「
社
会
地
理
」
と

い
う
専
門
誌
の
熱
心
な
読
者
に
も

な
っ
た
。

井
関
先
生
は
私
達
が
卒
業
し
て

数
年
後
に
名
古
屋
大
学
に
移
ら
れ

た
。
教
授
を
退
か
れ
て
か
ら
も
名

大
名
誉
教
授
と
し
て
、
名
大
を
中

心
と
し
た
地
理
学
会
の
会
長
を
勤

め
、
沖
積
平
野
等
の
研
究
分
野
に

関
す
る
多
く
の
優
れ
た
研
究
実
績

を
残
さ
れ
、天
寿
を
全
う
さ
れ
た
。

地
学
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
谷

津
栄
寿
先
生
に
も
い
ろ
い
ろ
と
目

を
か
け
て
い
た
だ
い
た
。
先
生
も

大
学
の
研
究
室
か
ら
や
っ
て
く
る

先
生
の
一
人
で
、
陸
水
学
の
分
野

の
研
究
を
さ
れ
て
い
た
。
ご
縁
と

言
う
の
は
不
思
議
な
も
の
で
、
大

学
に
入
っ
て
、
私
は
先
生
の
後
輩

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
筑
波
大

学
の
教
授
を
さ
れ
、
後
に
、
上
越

教
育
大
学
に
移
ら
れ
た
。

先
生
は
九
十
歳
を
超
え
た
だ
ろ

う
か
、
ま
だ
ま
だ
か
く
し
ゃ
く
と

し
て
研
究
を
続
け
て
い
る
。
五
年

ほ
ど
前
に
な
る
だ
ろ
う
か
、
松
戸

市
の
自
宅
に
同
期
生
の
吉
冨
君
と

お
尋
ね
し
た
。
吉
冨
君
は
高
校
時

代
、
先
生
の
研
究
に
必
要
な
多
摩

川
の
水
の
運
搬
役
を
果
た
し
て
い

た
。「

随
分
昔
に
な
る
ね
。
多
摩
川

の
水
を
運
ん
で
も
ら
っ
た
ね
」

刊
行
し
た
ば
か
り
の
英
文
の
「
侵

食
作
用
」
に
関
す
る
地
形
学
の
専

門
書
を
見
せ
な
が
ら
、
相
好
を
崩

さ
れ
た
。
今
年
、
二
〇
一
〇
年
の

年
賀
状
は
先
生
の
お
元
気
な
日
常

を
伝
え
て
く
れ
た
。

昭
和
二
十
六
年
、
私
は
駒
大
高

校
を
卒
業
し
、
同
時
に
、
唯
一
の

志
望
校
で
あ
る
国
立
大
学
を
落
ち

た
。
そ
し
て
、
翌
年
を
期
し
て
、

就
職
活
動
に
入
っ
た
。
今
も
昔
も

同
じ
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
が
、
私

は
二
十
数
社
に
足
を
運
び
、
不
採

用
通
知
が
束
に
な
っ
た
。
苦
悩
と

不
安
の
ど
ん
底
に
落
ち
込
ん
だ
。

就
職
で
き
た
の
は
六
月
。
二
ヶ
月

が
経
過
し
て
い
た
。

私
は
、就
職
の
報
告
と
と
も
に
、

こ
の
体
験
と
苦
悩
を
親
し
み
易
い

佐
藤
道
也
先
生
に
書
き
送
っ
た
。

あ
と
に
掲
げ
る
文
章
は
先
生
か
ら

い
た
だ
い
た
返
信
の
抜
粋
で
あ

る
。
私
は
先
生
の
手
紙
を
何
度
も

読
み
、
鼓
舞
さ
れ
、
困
難
を
乗
り

越
え
た
。
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
思
い
出
で
あ
る
。
暖
か
い
先
生

の
言
葉
は
、
高
校
教
育
界
で
生
き

る
こ
と
と
な
っ
た
私
に
と
っ
て
、

教
育
観
や
生
徒
観
を
打
ち
立
て
る

た
め
の
光
明
と
な
り
、
指
針
と
な

っ
た
。

今
か
ら
十
七
年
前
、
高
校
長
を

定
年
退
職
し
た
年
。
私
は
先
生
の

故
郷
酒
田
市
を
訪
ね
た
。
今
は
亡

き
先
生
の
面
影
を
偲
び
な
が
ら
、

過
ぎ
去
っ
た
青
春
の
日
に
思
い
を

馳
せ
た
の
で
あ
る
。

『
四
月
以
来
、
ず
い
ぶ
ん
悩
ん

で
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
ね
。
物
事

を
良
心
的
に
考
え
る
あ
な
た
に
は

現
実
社
会
の
混
乱
振
り
が
目
に
う

つ
り
、
堪
え
き
れ
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。理
想
と
現
実
の
ず
れ
、

矛
盾
、
最
後
に
お
ち
い
る
懐
疑
、

苦
悩
、
自
信
の
喪
失
な
ど
に

あ
な
た
の
こ
う
し
た
不
幸
は
人

生
へ
の
旅
立
ち
に
当
た
り
、
出
食

わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
尊
い
体

験
だ
と
も
い
え
ま
す
。
深
く
物
事

を
考
え
な
い
人
は
そ
の
ま
ま
当
然

の
こ
と
と
し
て
通
り
抜
け
て
し
ま

う
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
決
し
て

深
み
の
あ
る
人
生
観
を
持
つ
人
に

は
な
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
が
今
、
マ
イ
ナ
ス
の
苦

悩
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
事
は
む

し
ろ
あ
な
た
の
将
来
の
人
生
を
実

り
多
い
豊
か
な
も
の
し
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。
苦
悩
が
私
た
ち
に

と
っ
て
尊
い
の
は
そ
れ
が
人
生
に

お
け
る
知
恵
を
つ
け
て
く
れ
る
契

機
と
な
る
点
な
の
で
す
。
で
す
か

ら
、
あ
な
た
が
今
、
途
方
に
く
れ

て
い
る
そ
の
暗
い
も
の
を
た
だ
徒

に
、
嘆
き
、
絶
望
す
る
だ
け
と
い

う
の
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
注
意

深
く
、
そ
し
て
冷
静
に
見
つ
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
世
の
中

の
こ
と
の
多
く
は
私
た
ち
が
予
期

し
て
い
る
も
の
と
は
矛
盾
し
て
い

る
も
の
な
の
で
す
。
解
決
を
得
よ

う
と
焦
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

懐
疑
や
苦
し
み
は
次
か
ら
次
へ

と
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
が
、
そ
れ

を
否
定
す
る
だ
け
で
な
く
素
直
に

受
け
入
れ
、
注
意
深
く
、
対
処
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
・
・
・
』

先
生
の
手
紙
は
更
に
、
当
為

（
理
想
）
と
現
実
の
問
題
、
仕
事

へ
の
真
剣
な
取
り
組
み
な
ど
に
言

及
し
て
い
る
。
六
十
年
前
。
私
は

先
生
の
手
紙
を
読
み
返
し
て
は
、

青
春
の
日
々
を
力
強
く
生
き
た
。

疾
風
怒
濤
の
青
年
期
。
教
師
や
学

校
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
な
に

か
。「
師
弟
同
行
」
の
言
葉
が
頭

を
よ
ぎ
っ
た
。

駒
大
高
校
も
六
十
年
余
の
年
輪

を
重
ね
た
。
草
創
期
、
大
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
っ
た
母
校
を
知

る
者
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
往
時

茫
々
。
た
だ
、
青
春
の
喜
び
と
悲

し
み
、恩
師
の
愛
が
そ
こ
に
あ
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

千
葉
県
立
流
山
東
高
校
校
長
、

千
葉
県
立
船
橋
東
高
校
校
長
、
他

歴
任

三
十
三
期
H
組
　
河
　
合
　
秀
　
郎

日
本
史
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
た
数
々
の
戦
闘
に
お
い
て
、
名

将
た
ち
は
い
か
な
る
戦
略
と
戦
術
を
も
っ
て
勝
利
を
手
中
に
収
め

た
の
か
？

新
説
・
姉
川
合
戦
、
逆
襲
！
山
崎
決
戦
、
島
津
九
州
制
覇
戦
、

小
牧
・
長
久
手
大
陣
地
戦
、
逆
転
！
摺
上
原
、
秀
吉
襲
来
―
小
田

原
合
戦
、
決
戦
！
大
坂
の
陣
と
、
七
つ
の
戦
闘
を
追
い
、
図
版
史

料
と
と
も
に
怒
濤
の
戦
場
を
再
現
す
る
。
雑
誌
『
歴
史
群
像
』
掲

載
の
記
事
を
大
幅
加
筆
、
再
編
集
し
た
文
庫
オ
リ
ジ
ナ
ル
。

（
学
研
文
庫
よ
り
）

48期F組　小宮山　友　祐
1979年12月22日生東京出身

駒沢大学→FC FUN。普段は高校の
教諭をしながら、ファイルフォックス
の練習に励み、日本代表候補としての
合宿にも臨むという多忙な生活をこな
している。ファイルフォックスで2002
第 7 回全日本選手権優勝。2004 年度
は関東リーグ、第 10 回全日本選手権
大会、第 5 回 FUTSAL 地域チャンピ
オンズリーグ優勝を果たし、3 冠を成
し遂げた。

（フットサルタイムズより）
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本
年
度
、
吹
奏
楽
部
は
全
日
本

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
金

賞
（
十
月
二
十
五
日
・
於
普
門

館
）、
そ
し
て
第
十
一
回
全
日
本

高
等
学
校
吹
奏
楽
大
会
連
盟
会
長

賞
（
十
一
月
十
四
・
十
五
日
・
パ

シ
フ
ィ
コ
横
浜
国
立
大
ホ
ー
ル
）

の
ダ
ブ
ル
受
賞
を
し
た
。
受
賞
の

思
い
を
顧
問
の
吉
野
先
生
は
次
の

よ
う
に
語
っ
て
く
れ
た
。

♪
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
と

全
日
本
高
等
学
校
吹
奏
楽
大
会
と

の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
っ
た
が
、
気

持
ち
を
お
聴
か
せ
下
さ
い
。

生
徒
が
頑
張
っ
た
。
吹
奏
楽
部

は
年
末
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
三
年
生

が
引
退
と
な
る
。
今
年
は
例
年
よ

り
多
い
三
十
一
名
が
引
退
し
て
牽

引
力
が
弱
く
な
っ
た
。
ま
た
、
新

チ
ー
ム
で
の
三
月
合
宿
の
時
は
部

員
の
志
気
が
低
く
な
り
、
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
時
間
が
多
く
な
り
予
定

し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
な

か
っ
た
。
こ
の
時
点
で
全
国
大
会

出
場
は
難
し
い
と
思
っ
た
。た
だ
、

大
き
な
失
敗
が
反
省
と
な
り
、

日
々
の
積
み
重
ね
で
金
賞
を
手
に

し
た
と
思
う
。

♪
楽
し
む
た
め
の
音
楽
と
コ
ン
サ

ー
ト
出
場
の
た
め
の
音
楽
と
の
違

い
は
あ
り
ま
す
か
。

違
い
は
な
い
。
演
奏
を
披
露
し

た
時
に
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
聴
い
て
い
る
人
が
喜
ん
で
下

さ
る
よ
う
な
音
楽
を
奏
で
た
い
。

音
楽
を
通
じ
て
社
会
貢
献
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
、
コ
ン
ク

ー
ル
は
十
二
分
間
以
内
で
課
題
曲

と
自
由
曲
の
二
曲
を
披
露
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
共
に
完
成
度
の

高
い
演
奏
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
課
題
曲
は
、
チ
ー
ム
の
雰
囲

気
に
合
っ
た
、
明
る
く
爽
や
か
な

マ
ー
チ
を
選
び
、
自
由
曲
は
ソ
リ

ス
ト
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
も
の
、

チ
ー
ム
の
事
情
に
合
っ
た
も
の
と

い
う
観
点
で
選
ん
だ
。
課
題
曲
よ

り
演
奏
時
間
を
多
く
割
き
、
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
た
。

♪
演
奏
で
生
徒
の
個
性
を
充
分
に

引
き
出
せ
る
よ
う
な
秘
策
は
何
か

あ
り
ま
す
か
。

私
は
生
徒
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ

に
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
生
徒
が
楽
器
の
準
備
を
終

え
て
か
ら
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
人
も

い
る
が
、
私
は
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の

最
中
に
「
今
日
は
、
お
ま
え
の
保

護
者
は
来
て
い
る
か
」
な
ど
と
声

を
掛
け
、
生
徒
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す

と
と
も
に
私
自
身
の
心
を
落
ち
着

か
せ
る
た
め
に
も
一
緒
に
入
る
。

驚
い
た
こ
と
に
、
全
国
大
会
時
の

生
徒
の
顔
は
頼
も
し
い
と
感
じ

た
。
ま
た
気
持
ち
の
強
さ
も
感
じ

ら
れ
た
。
新
チ
ー
ム
当
初
は
都
大

会
ま
で
と
思
っ
て
い
た
が
、
幾
度

も
の
合
宿
と
日
々
の
練
習
の
積
み

重
ね
が
生
徒
を
大
き
く
成
長
さ

せ
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
得
た
の
だ

と
思
っ
て
い
る
。
部
訓
で
あ
る

「
錬
磨
は
栄
光
ヘ
の
王
道
な
り
」

を
体
現
し
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い

る
。

♪
ふ
だ
ん
生
徒
に
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
伝
え

て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

生
徒
に
は
、
思
い
や
り
・
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
を

教
え
て
い
る
。
演
奏
時
に
は
各
楽

器
の
役
割
が
あ
り
、
今
こ
こ
で
目

立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
楽
器
と

陰
に
ま
わ
っ
て
主
楽
器
を
さ
さ
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
楽
器
が
あ

る
。
立
場
を
わ
き
ま
え
て
い
な
い

と
楽
器
同
士
が
ケ
ン
カ
を
す
る
。

パ
ー
ト
を
越
え
た
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
普

段
か
ら
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
意
識
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
て
い

る
。
校
内
清
掃
や
地
域
清
掃
も
そ

の
一
環
で
あ
る
。
部
員
全
員
で
清

掃
と
い
う
一
つ
の
こ
と
を
行
い
、

し
か
も
隅
々
ま
で
綺
麗
に
し
よ
う

と
い
う
妥
協
し
な
い
心
が
美
し
い

音
楽
に
つ
な
が
る
。
ま
た
「
目
に

見
え
る
も
の
か
ら
綺
麗
に
し
よ
う

と
す
る
心
が
、
目
に
見
え
な
い
音

楽
を
綺
麗
に
し
よ
う
と
す
る
心
に

つ
な
が
る
。
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
て

も
平
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
な
感
性

で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。」
と

い
う
こ
と
も
話
し
て
い
る
。

全
国
大
会
金
賞
受
賞
以
前
に
、

世
田
谷
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
三
十
周
年
式
典
に
招
待
さ
れ
、

世
田
谷
区
民
会
館
六
十
五
歳
以
上

の
方
、
五
百
人
余
り
の
前
で
演
奏

し
た
そ
う
だ
。
受
賞
後
、
そ
の
演

奏
を
聴
い
た
人
が
金
賞
受
賞
の
新

聞
記
事
を
見
て
本
校
へ
受
賞
の
お

祝
い
に
駆
け
つ
け
、
涙
を
流
し
て

受
賞
を
喜
び
、
ま
た
「
日
本
の
将

来
は
明
る
い
」と
話
し
た
そ
う
だ
。

吉
野
先
生
が
、
こ
の
話
を
私
に
し

た
時
、
「
や
り
が
い
が
あ
っ
た
」

と
つ
ぶ
や
い
た
。

こ
の
方
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と

は
、
吉
野
先
生
が
日
頃
生
徒
に
伝

え
て
き
た
こ
と
の
現
れ
だ
と
感
じ

た
。「
音
楽
を
通
じ
て
社
会
貢
献

し
た
い
」
と
い
う
思
い
が
「
日
本

の
将
来
は
明
る
い
」
と
し
て
応
え

ら
れ
た
と
。
今
後
の
吹
奏
楽
部
の

活
動
に
期
待
さ
せ
ら
れ
る
。

毎月第 2 土曜日に本校坐禅堂を開放し、月例参禅会を

行っております。

学生時代を思い出しながら静かな安らぎの時間を過ご

してみませんか？

予約や参加費は一切不要です。

午前11時までに本校玄関ロビーまでお越し下さい。

《日程》4／10、5／8、6／12、7／10、9／11、10／9、

11／13、12／11、1／8、2／12、3／12

《時間》11時～12時

詳しくは駒澤大学高等学校 宗教科 加藤寛隆まで

本校では，長野県の「森の里親事業」に学校団体として初
めて参加し，学校林を持ちました。
①森を育て，再生していく事業に参加し社会に貢献する
②この事業を，林間学校やツアーを通じて生徒に体験させ，
またこの森の成長を知らせることで，「自然環境に対する関
心が高い生徒」「森や自然に親しむ心をもった生徒」を育成
する

という二つがこの目的であります。最近では東京都立北園高
校が学校単位で同じような体験を始め，注目を集めておりま
す（下図；日本教育新聞記事より）
本校のプロジェクトは平成22年度で5年目を迎え，林間学校

を通して計100本以上の植樹が行われ，外来種の伐倒，間伐な
どが生徒も参加する形で行われてきました。

この試みを生徒や保護者の方々を始め学校関係者に広く知
っていただくため，本校では秋に保護者の方々やＯＢの方々
の参加を募ってツアーを行っております。以下に昨年度行っ
た企画内容を示させていただきます。平成22年度においても
このようなツアーを企画する予定ですので，ぜひふるってご
参加ください。
なお，この企画は，実際に林間学校で生徒が体験している

プログラムと同じ流れで行われます。駒澤大学高等学校の挑
戦を肌で感じていただくことを趣旨としています。

※昨年度の実施した例
期日　10月11日（日）～12日（月）
宿泊　黒姫高原　ロッジしらかば（癒しの森の宿に指定され
ています）

長野県上水内郡信濃町黒姫高原2015
tel:026-255-3221  http://www.janis.or.jp/users/kouriki/

費用　20000円
（宿泊費；8000円・インストラクター代；2000円・苗木
代；1000円・交通費その他；9000円）
※学校からバスで出発し，学校にて解散します）
旅程　１日目
9:00 学校出発　　練馬IC 関越道
13:00 学校林（絆の森）到着　昼食（たけのこ汁・癒しの森弁当）

・学校林説明・植樹体験・くい打ち（生徒が林間学
校で植えた木に支えの杭を打ちます）

16:00 宿泊地へ移動，到着後，休憩
18:30 夕食
20:00 癒しの森・森林セラピー（宿のご主人：高力一浩氏より）

高力氏は，本年林間学校での講演者でもあり，森林
セラピーの専門家です，
翌日森を案内してくれます。

21:00～ 自由時間（可能ならナイトウォークを実施します）
旅程　2日目
8:00 朝食
9:30 黒姫山，癒しの森散策へ出発　

・水の源流をもとめて ・山の幸を食す（キノコなど）
・森林セラピー（信州自然大学校プログラム）

12:30 昼食：霧下そば（信州そば）
13:30 現地出発
18:00 学校　着予定
信濃町は現在，国から「癒しの森」として指定され，各企

業がストレス対策として森林セラピーを行っております。本
企画の 2 日目の予定はそのプログラムの一部でもあります。

親林教育プロジェクト　　二瓶　要功・長谷川　宏一

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
今
大

流
行
し
て
い
ま
す
。
電
車
に
乗
っ

て
も
、
近
く
で
咳
の
声
が
す
る
と

心
の
中
で
そ
の
方
向
に
振
り
向

き
、
人
の
集
ま
る
と
こ
ろ
に
出
向

く
用
事
が
あ
れ
ば
ポ
ケ
ッ
ト
に
マ

ス
ク
を
し
ま
う
こ
の
頃
で
す
。

こ
の
秋
楽
し
み
に
し
て
い
た

『
駒
大
高
校
祭
』
が
こ
の
た
め
中

止
に
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と

で
す
。
防
ぐ
方
法
も
戦
う
方
法
も

あ
れ
ば
整
え
る
方
法
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
判
断
は
苦
渋
を

伴
っ
た
と
思
い
ま
す
。

あ
の
痛
い
『
ワ
ク
チ
ン
接
種
』

子
供
の
頃
か
ら
こ
の
時
期
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
痛
い
こ
と
は
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。『
う
が
い
・

手
洗
い
・
励
行
』
の
貼
り
紙
も
昔

も
今
も
変
わ
り
な
く
目
に
し
ま

す
。
子
供
の
『
茶
う
が
い
』
を
し

て
、
こ
う
す
る
ん
だ
よ
と
教
え
て

く
れ
ま
す
。か
わ
い
い
も
の
で
す
。

今
、
鼻
の
穴
に
一
吹
き
す
る
だ

け
で
、
鼻
の
粘
膜
に
免
疫
が
で
き

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
『
経
鼻

ワ
ク
チ
ン
』
の
開
発
が
進
ん
で
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。あ
の
痛
い
、

し
か
め
っ
面
の
顔
が
見
れ
な
い
時

代
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
、『
健
康
が

一
番
』
で
す
よ
。

（
あ
ら
い
）

ど
こ
見
て
も

マ
ス
ク
が
動
く

朝
の
駅

ア
イ
美
人

得
な
半
分

白
マ
ス
ク


